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問   第77回全国植樹祭奈良県実行委員会事務局　☎ 0742-27-8119

開催日が令和９年６月６日に決定した第７７回全国植樹祭 奈良 202７。
今月から、全国植樹祭に関する情報を隔月でお届けします。 

スギ、ヒノキともに日本の固有種で、加工しやすいことなどか
ら古くから木材として使われてきました。​
奈良県は県土の約77％が森林であり、そのうち人の手によっ
て植えられた人工林は約61％を占めますが、その９割以上は
スギまたはヒノキです。つまり県の４割以上はスギかヒノキに
覆われていることになり、まさに県を代表する樹種といえるで
しょう。

県の林業を支える主要樹種 

吉野川上流域は「吉野林業地域」と呼ばれ、室町時代に造林
が行われた記録が残っています。現在では日本三大人工美林
の一つに数えられています。そこから産出されるスギやヒノキ
は優良材として全国に知られ、その魅力は、年輪が均一で緻
密、節が少ないこと。見た目の美しさはもちろん、密度が高い
ため、強度にも優れています。​
2017年、樹齢270年の吉野スギ
はバイオリンに生まれ変わりまし
た。見た目の美しさも重視される
バイオリンに、年輪の細やかな吉
野スギはぴったり。伝統の木が、
新しいかたちで未来へと受け継が
れています。この吉野スギのバイ
オリンは、全国植樹祭の式典での
演奏に使用されます。

先人たちから受け継がれてきた人工林が生み出す美しい材 

就任にあたっての城島さんコメント（一部抜粋）​

城島 茂 さん​​（タレント）​
1９70年生まれ、奈良県出身。​​1９９４年にTOKIOとしてCDデ
ビュー。​​​テレビ・ラジオ・新聞連載など多方面で活躍。長年に
わたり​、農林水産業や地域・自然環境の保全活動に深く貢献。​​

全国植樹祭の大会ナビゲーターが決定しました！​

奈良県大会のお手植え・お手播き樹種は、全て「奈良県の気候風土や地域の特性に適し、県民の皆さんに親しみ
のある樹種」という観点から選ばれました。​
天皇陛下お手植え樹種はスギ、イチイガシ、ナラノヤエザクラ、皇后陛下お手植え樹種はヒノキ、ヤマザクラ、
ホンシャクナゲ、天皇陛下お手播き樹種はトガサワラ、クマノザクラ、皇后陛下お手播き樹種はキハダ、カツラギグミ
です。今回は、お手植え樹種６樹種中の２樹種「スギ」「ヒノキ」を紹介します。

全国植樹祭では、天皇皇后両陛下のご臨席を仰ぎ、式典が執り行われます。
 この式典の中で最も重要な行事が、天皇皇后両陛下による「お手植え・お手播き」
です。 この行事に用いられる樹種について、このコーナーで紹介していきます。 

ヒノキ

奈良で育った私にとって、子どもの頃、山や川を駆け回って過ごした日々は今でも大切な思
い出です。​
そして今、故郷奈良の豊かな森林や先人たちが大切に受け継いできた歴史に改めて向き
合えることに大変嬉しく思っております。​奈良の木の文化を後世に伝える取り組みと、百
年後の理想の森を目指す奈良県の新たな挑戦の一助となれるよう力を尽くす所存でご
ざいます。​ふるさと奈良の魅力、そして全国植樹祭の素晴らしさを多くの皆さんにお伝え
できればと思っております。​
みなさんとお会いできる日を楽しみにしています​。
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みみどどりりのの未未来来へへ
お手植え・お手播
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全国植樹祭でお手植えいただく「スギ」「ヒノキ」は、
花粉量が通常の品種の1％以下である「少花粉品
種」です。花粉症対策に貢献する、注目の品種です。 スギ花粉スギ花粉※※

※奈良県森林技術センター提供 奈良県森林技術センター提供

PRイベント情報
●第77回 全国植樹祭開催記念イベント 
時  10月3日(土）・4日(日)
所  イオンモール大和郡山 

●かしはら藤原宮跡コスモスマルシェ
時  10月17日(土）・18日(日)
所  藤原宮跡 

●うだ産フェスタ 
時  10月31日(土)・11月1日(日)
所  宇陀市総合体育館

●第46回 十津川村文化祭 
時  11月2日(月)・3日(祝)
所  十津川村体育文化センター 

●奈良こども自然フェスタ
時  11月22日(日) 
所  馬見丘陵公園 

●第54回  橿原市農業祭
時  11月23日(祝) 
所  橿原神宮外拝殿前 

スギ

公式HP Instagram FacebookX

2027.6.6 開催！
最新情報はこちら

▲

次回は12月号にて掲載予定！お楽しみに！
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はじめての万葉集
日本に現存する最古の和歌集「万葉集」を
分かりやすくご紹介します
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☎ 0744-54-1850
HP  www.pref.nara.lg.jp/manyo

折井宏光
「想　石舞台」1988年
奈良県立万葉文化館蔵

県民だより奈良  2026年10月号 8


